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充実した３学期にするために

２０２５年の新しい年を迎え、「今年は頑張るぞ！」という気持ちになっているのではないでしょうか。３学期の
スタートに当たり、『４つの指針』（とるべき方法や方向を示すもの）を３学期の心構えとして、意識した学校生
活を過ごしてほしいです。
指針①は、「しっかりと学びましょう」ということです。２ヶ月後、１・２年生は学年が一つずつ進級します。３年

生は卒業し、高等学校へ進学することになります。それぞれの学年の学びのまとめと同時に、次のステージで
よいスタートを切ることができるようにするための準備に取り組みましょう。
指針②は、「気遣いができる人になりましょう」ということです。気遣いとは相手の気持ちや状況を考慮し、

思いやりのある行動を取ることです。気遣いは、相手との関係を良好に保つためにとても重要です。あなたが
気遣いを示すことで、周囲の友達もあなたに対して同じように接してくれるでしょう。学校生活を楽しく、気持
ちよく過ごすために必要です。
指針③は、「感謝と素直な精神を大切にしましょう」ということです。まず、皆さんの身近にいる保護者や友

達、先生方、さらに、お世話になった様々な方々に「ありがとう」「おかげさまで」という気持ちを大切にしましょ
う。また、素直な人は他の人から好かれます。困ったときには、誰かが助けてくれます。
指針④は、「チャレンジ精神をもち続けましょう」ということです。挑戦には困難がつきものですが、努力は成

長のチャンスにもなります。辛いときは友達もみんな辛いものです。明るく、前向きに、積極的に挑戦するところ
に必ず道は拓けていきます。
３学期の残りの約２ヶ月、旭中生の皆さんは、この『４つの指針』を心に留め、努力の道を邁進しましょう！
保護者や地域の皆様、今年もお世話になります。どうぞ旭川中学校へのご支援をよろしくお願い致します。

令和７年度 高等学校入学者選抜試験

１月から入学試験が始まっています。通信制高校や旭川工業高等専門学校推薦入試、私立高校推薦入試
が実施され、既に受検が終わっている人がいたり、複数受検をするうちの１校が終わったりした３年生がいる
状況です。２月になると公立高校の推薦入試や私立高校の一般入試が行われます。３月には公立高校の一
般入試があります。旭川市内の私立高校は令和６年度、公立高校は令和７年度の入学者選抜から、受検者
の願書等作成の負担軽減と、中学校・高等学校における事務作業の効率化などを図るため、出願手続の一
部において電子化が導入されました。時代は高校入試でもデジタル化が進展しています。
【進路希望状況】（１月末現在）

公 立 人数 公 立 人数 国・私立 人数 私 立 人数 高等支援 人数

旭 川 東 ４ 旭川工業 １３ 旭川高専 ６ と わ の 森 三 愛 １ 旭 川 高 等 支 援 ２

旭 川 北 １ 旭川農業 ５ 旭川志峯 ８ 日本航空北海道 １ 日大附属高等支援 ２

旭 川 西 ４ 東 川 １ 旭川実業 １９ 札幌光星 １

旭川永嶺 ７ 剣 淵 1 旭川藤星 ２ クラーク記念国際 １

旭 川 南 ３ 音威子府 １ 旭川明成 １０ 通 信 １

旭川商業 ４ 北 広 島 １ 旭川龍谷 １４ － －
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答えのない時代を生きる

あなたはどんな行動をしますか？

生徒の皆さんは、一人一人が家庭や学校、社会というコミュニティの中で、日常的に様々な役割を担い、人
と人との関わりの中で生活しています。例えば、学校の学級内では、○○係、○○委員、給食当番、掃除当
番、日直等の役割を担って仲間の中で実践しており、一人一人が役割を果たしているので学級活動がスムー
ズに運営されています。欠席者がいるときには、学級の活動が滞らないようにするため、誰かが代理になって
フォローしているのではないでしょうか？このように学校は、毎日、みんなが担っている役割を当たり前に行動
することで、気持ちよく学校生活を過ごすことができているのです。
しかし、旭中生の皆さんには、旭中の合い言葉である『世界一優しい学校』を目指すために、さらに、もう一

歩踏み込んだ行動に期待しています。例えば、教頭先生が３学期の始業式の中で話をした内容を図に表すと
下図になります。四角い枠は学級活動を示し、○Ａ ～○Ｆ が生徒とその役割を表しています。全員が自分の役割
だけやればいいという割り切り活動（図１）は、学級活動に隙間がたくさんできます。そのため、学級活動をフ
ォローできなかったり、自分の役割以外はノータッチ（それは自分の担当ではない！）という態度をとることで、
人間関係がギスギスしたりする場面が出てきます。一方で、一人一人が自分の役割よりも少し余計に活動し、
友達の役割までサポートすることができるお節介活動（図２）は、学級活動の隙間がほとんどできないため、
活動のモレが少なく、お互いの役割が重なり合うことで、助け合いの人間関係が高まります。この考え方は、普
段から教頭先生が職員室や学校内で行動している世界一優しい学校をつくるための実践イメージです。

アップデート

図１ 割り切り活動

図２ お節介活動

学校というコミュニティの中で、友達との関係が信頼と思いやりに満ちた共に助け合い、支え合うものであ
れば、心や気持ちは安定して穏やかな学校生活を送ることができると思いませんか？信頼関係を築き上げて
いくとき、多くの人は“信頼を相手に求める”ことにすり替えてしまいがちです。そうではなく、“信頼される自分
になる”ことを考えてほしいのです。相手よりも、まずは自分が先に行動するのです。自分という一人一人か
ら、相互信頼は育まれます。相互信頼は、待っていてもやって来ません。相手に信頼されるような自分になるこ
とを日頃の生活の中で、継続して実践していくことが大切です。
さて、 旭中生の皆さんは、どんな行動ができますか？

スクールカウンセラーの３学期来校日

３学期は進級や進学に関わって不安が高まる時期です。生徒の皆さんはもちろんですが、

保護者の皆様も心理の専門家であるカウンセラーに相談できます。一人で悩まずに、相談

することで気持ちが落ち着き、前向きな気持ちになることができます。相談は無料です。

相談予約をすると確実にご自身の予定に合わせて相談することができます。

【予約窓口 教頭 ３６－１００７】基本水曜日：１３：００～１５：３０

１月…１５日(水)・２２日(水)・２９日(水)
２月… ５日(水)・１２日(水)・２６日(水)
３月… ５日(水)・１２日(水)

A B C

D E F

A B C

D E F


